
（
１
）

戦
後
の
古
事
記
神
話
研
究
を
推
進
し
た
問
題
関
心
に
は
二
つ
の
タ

（
２
）

イ
ブ
が
存
在
し
た
。
第
一
は
、
津
田
左
右
吉
の
記
紀
研
究
の
延
長
上

に
あ
る
も
の
で
、
記
紀
神
話
を
単
な
る
神
話
で
は
な
く
古
代
国
家
の

政
治
的
支
配
者
が
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
に
述
作
し
た
政

（
３
）

治
的
産
物
と
み
な
す
立
場
か
ら
の
考
察
で
あ
る
。
第
二
は
、
神
話
学
・

文
化
人
類
学
的
関
心
に
も
と
づ
く
研
究
で
、
こ
ち
ら
は
神
話
を
も
っ

と
グ
ロ
ー
バ
ル
に
比
較
検
討
し
、
神
話
の
生
き
た
原
型
や
そ
の
普
遍

（
４
）

性
を
遡
及
的
に
追
求
す
る
。
前
者
で
は
特
殊
な
歴
史
的
・
個
別
的
事

象
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
神
話
の
通
時
性

一
、
問
題
の
所
在
と
本
稿
の
課
題

古
事
記
神
話
の
構
図
口
古
代
日
本
人
の
「
歴
史
の
起
源
」
に
対
す
る
観
念
Ｉ

と
普
遍
性
を
対
象
と
す
る
。
問
題
関
心
が
大
き
く
異
な
る
だ
け
に
両

（
５
）

者
の
間
の
交
流
は
今
日
な
お
十
分
だ
と
は
言
い
難
い
。
そ
う
し
た
な

か
で
、
近
年
で
は
テ
ク
ス
ト
論
的
方
法
と
称
す
べ
き
研
究
が
大
き
な

（
６
）

成
果
を
生
み
だ
し
は
じ
め
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
前
者
と
同
じ
く

古
事
記
の
も
つ
時
代
性
を
追
求
し
つ
つ
も
、
津
田
と
そ
の
影
響
を
直

接
的
に
受
け
た
諸
研
究
の
よ
う
に
そ
れ
を
成
立
論
的
に
扱
っ
て
歴
史

性
の
中
へ
と
消
極
的
に
還
元
・
解
消
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
古

事
記
は
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
逆
転
的
に
継
承
し
て

そ
の
歴
史
性
を
積
極
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
古
事
記
と

日
本
書
紀
と
を
混
合
し
て
扱
う
こ
と
を
や
め
て
、
両
書
を
撰
者
の
独

自
の
構
成
や
世
界
観
を
描
き
出
し
た
も
の
と
し
て
、
各
々
を
一
つ
の

自
立
し
た
「
作
品
」
と
し
て
読
み
解
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

北

康
宏
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は
、
津
田
学
説
の
持
つ
非
津
田
的
要
素
で
あ
る
遡
及
的
追
求
法
を
排

し
て
古
事
記
を
あ
く
ま
で
歴
史
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ

り
、
津
田
の
意
図
を
徹
底
さ
せ
た
方
向
性
を
持
つ
も
の
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
近
年
の
こ
う
し
た
諸
研
究
の
共
通
の
問
題
点
と
し
て
は
、

結
論
が
先
取
り
的
で
あ
る
こ
と
、
古
事
記
を
政
治
的
目
的
に
一
元
化

し
て
理
解
す
る
傾
向
、
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
代
表
的
論
者
、
神

野
志
隆
光
・
水
林
彪
両
氏
の
著
書
を
み
て
も
、
神
野
志
氏
は
天
皇
の

世
界
の
物
語
と
し
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
、
水
林
氏

に
よ
れ
ば
古
事
記
は
太
安
万
侶
が
律
令
国
家
秩
序
の
正
当
性
を
弁
証

す
る
た
め
に
創
作
し
た
物
語
で
あ
り
、
同
時
に
律
令
国
家
を
存
立
さ

せ
る
神
祇
令
祭
祀
体
系
の
祭
儀
神
話
と
見
る
べ
き
も
の
だ
と
し
、
政

治
思
想
の
書
と
見
る
以
外
の
考
察
は
古
事
記
そ
れ
自
体
の
研
究
で
は

な
い
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
古
事
記
が
政
治
的

性
格
を
濃
厚
に
持
つ
こ
と
自
体
は
決
し
て
誤
り
で
は
な
い
が
、
こ
れ

で
は
神
野
志
氏
ら
の
問
題
意
識
は
徹
底
し
て
行
わ
れ
た
と
は
い
え
な

い
の
で
は
な
い
か
。
研
究
・
分
析
が
何
ら
か
の
新
し
い
知
見
を
引
き

出
す
形
で
進
め
ら
れ
ず
、
最
初
か
ら
「
こ
う
読
ま
れ
る
べ
き
だ
」
と

い
っ
た
一
元
的
な
制
約
が
与
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
テ
ク

ス
ト
論
の
方
法
と
し
て
は
不
徹
底
で
あ
る
。
ま
た
そ
う
し
た
性
格
付

け
に
よ
り
一
元
的
に
割
り
切
れ
る
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
こ
と
こ
そ

津
田
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
も
う
長
い
年
月
を
経
た
今
日
で
は

テ
ク
ス
ト
論
は
古
事
記
研
究
に
と
っ
て
有
効
な
視
点
で
あ
る
が
、

そ
の
前
提
と
な
る
史
料
批
判
と
い
う
作
業
が
不
徹
底
で
あ
っ
て
よ
い

わ
け
で
は
な
い
。
窓
意
性
を
排
除
し
つ
つ
テ
ク
ス
ト
論
を
効
果
的
に

進
め
る
た
め
に
は
こ
の
作
業
は
不
可
欠
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
の
足

一
つ
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
反
省
に
も
と
づ
き
、
次
の
二
点
に
軸
を

据
え
て
そ
の
具
体
的
試
案
を
提
示
し
た
い
。
①
古
事
記
自
体
に
即
し

て
そ
の
撰
者
の
主
張
を
具
体
的
に
引
き
出
す
た
め
の
い
く
つ
か
の
方

法
の
模
索
、
②
古
事
記
の
撰
述
目
的
を
政
治
的
正
当
化
と
い
う
一
元

的
な
観
点
か
ら
の
み
割
り
切
っ
て
か
か
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
多

元
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
と
含
意
が
存
在
す
る
可
能
性
を
探
る
、
の
二
点

で
あ
る
。
な
お
、
水
林
氏
の
ス
サ
ノ
ヲ
論
に
も
注
目
し
た
い
。
神
野

志
氏
と
水
林
氏
の
論
争
は
古
事
記
に
お
け
る
天
と
地
（
国
）
の
構
図

を
ど
う
理
解
す
る
か
を
中
心
に
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
た
め
、
古
事

記
の
須
佐
之
男
像
を
８
邑
旨
（
わ
ん
ぱ
く
坊
主
）
と
み
な
す
水
林
氏
の

注
目
す
べ
き
視
点
は
十
分
な
検
討
・
評
価
を
受
け
ず
に
終
わ
っ
て
い

る
。
こ
の
視
点
こ
そ
、
先
に
述
べ
た
神
話
学
の
方
面
か
ら
の
研
究
と

の
間
を
埋
め
る
非
常
に
重
要
な
観
点
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に

展
開
し
て
み
る
こ
と
も
本
稿
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

二
、
古
事
記
上
巻
の
基
礎
的
考
察
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場
と
な
す
べ
き
い
く
つ
か
の
分
析
を
行
う
。

１
神
々
の
生
成
記
載
の
分
析

ま
ず
、
神
々
の
系
譜
と
も
い
う
べ
き
神
々
生
成
の
記
載
様
式
の
分

析
を
行
い
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
古
事
記
の
時
代
区
分
の
意
識
を
さ

ぐ
っ
て
み
た
い
・
古
代
に
お
い
て
は
系
譜
は
歴
史
叙
述
の
な
か
の
最

も
重
要
な
要
素
で
あ
り
自
己
認
定
の
手
段
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
分

析
に
よ
っ
て
古
事
記
の
核
心
的
な
構
想
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る

（
７
）

と
考
え
る
。

古
事
記
上
巻
は
、
ふ
つ
う
一
括
し
て
神
話
、
神
代
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
確
か
に
上
・
中
巻
の
間
で
巻
分
け
さ
れ
、
内
容
上
も
初
代
天
皇

以
降
と
そ
れ
以
前
と
い
っ
た
段
階
差
が
あ
る
の
だ
が
、
古
事
記
自
体

が
該
当
期
を
神
代
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
古
事
記
に
は
類
似
の
概
念
と
し
て
神
世
と
い

う
語
が
見
ら
れ
る
が
、
別
天
神
を
除
く
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
以
前

を
「
神
世
七
代
」
と
呼
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
上
巻
全
体
を
「
神
代
」

と
か
「
神
話
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
一
元
的
に
把
握
す

べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
部
に
も
何
ら
か
の
具
体
的
な

時
代
区
分
の
意
識
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

そ
こ
で
こ
の
点
を
、
古
事
記
上
巻
に
み
ら
れ
る
神
々
生
成
記
載
の

様
式
を
手
が
か
り
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
表
ｌ
を
見
る
と
系
譜
記
載

と
も
呼
ぶ
べ
き
諸
資
料
は
、
意
識
的
に
、
明
瞭
な
段
階
を
立
て
な
が

ら
書
き
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
お
よ
そ
次

の
四
様
式
・
四
段
階
に
分
け
ら
れ
る
傾
向
を
示
す
。

ａ
〈
…
…
時
〉
。
〈
於
…
…
〉
。
成
神
名
…
…
。
次
…
…
。
次
…
…
。

１
１
４

ｂ
〈
…
…
時
〉
。
〈
・
…
：
而
〉
。
生
神
国
・
子
）
名
…
…
。
次
…
…
。

次
…
…
。
⑤
⑫

Ｃ
〈
…
・
：
時
〉
。
〈
…
…
而
〉
。
所
成
神
名
…
…
。
次
…
…
。
次

○

３
１
０
個

．
…
…
要
…
…
生
子
…
．
：
○
次
…
…
。
次
：
…
．
。⑲
帥
㈹

そ
し
て
表
２
の
ご
と
く
第
１
期
か
ら
第
Ⅳ
期
に
時
期
区
分
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
つ
つ
、
こ
の
区
分
の
根
拠

を
提
示
す
る
。

ま
ず
ｂ
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
の
婚
姻
に

よ
り
初
め
て
現
れ
た
新
し
い
生
成
の
様
式
で
、
記
序
の
い
う
「
陰
陽

（
８
）

斯
開
、
二
霊
為
群
品
之
祖
」
に
対
応
す
る
事
象
で
あ
る
。
し
か
し
伊

耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
じ
し
ん
は
あ
く
ま
で
「
神
世
七
代
」
の
最
後
を

占
め
る
存
在
で
あ
り
「
成
」
っ
た
存
在
者
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
密

接
な
関
係
を
も
っ
て
、
か
の
こ
神
の
婚
姻
の
際
の
有
名
な
や
り
と
り

が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
即
ち
、
「
吾
が
身
は
成
り
成
り
て

成
り
合
わ
ぬ
と
こ
ろ
一
処
あ
り
。
」
「
我
が
身
は
成
り
成
り
て
、
成
り
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表1 古事記上巻にみられる神々生成記載
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１
．
天
地
初
発
之
時
。
於
高
天
原
。
閥
捌
間
。
天
之
御
中

主
神
・
洲
…
。
洲
…
。

２
．
次
。
国
稚
如
浮
脂
而
。
久
羅
下
那
州
多
陀
用
弊
流
之

時
。
如
葦
牙
因
萠
騰
之
物
而
成
神
名
。
宇
摩
志
阿
斯
訶

備
比
古
遅
神
。
列
…
。

３
．
次
闘
捌
劉
国
之
常
立
神
。
洲
…
。

４
．
次
瑚
刺
刊
劉
宇
比
地
邇
上
神
。
凋
妹
須
比
智
邇
去
神
。

6 5

次
：
●

雛
然
。
久
美
度
邇
興
而
当
淵
。
水
蛭
子
。
次
生
淡
嶋
。

如
此
言
寛
而
。
御
合
幽
引
。
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
。

凋
生
…
。

７
．
然
後
。
還
坐
之
時
。
型
吉
備
児
嶋
。
…
。
凋
型
…
。

８
．
既
型
国
寛
。
更
型
楜
。
故
型
禰
劉
。
大
事
忍
男
神
。

空
●

■

●

○

９
．
此
速
秋
津
日
子
・
速
秋
津
比
売
二
神
。
因
河
海
特
別

而
。
盟
杣
側
劉
。
沫
那
芸
神
。
凋
沫
那
美
神
…
。

、
、
此
大
山
津
見
神
・
野
椎
神
二
神
。
因
山
野
特
別
而
・

詞
側
智
天
之
狭
上
神
。
次
国
之
狭
土
神
。
…

ｎ
．
次
当
側
劉
。
烏
之
石
楠
船
神
。
亦
名
謂
天
烏
船
。
洲

虫
…
。
凋
型
火
之
夜
芸
速
神
。
亦
名
謂
火
之
妓
毘
古
神
。

亦
名
謂
火
之
迦
具
士
神
。
…
。

吃
．
多
具
理
邇
。
闘
刊
間
。
金
山
毘
古
神
。
次
…
。
次
於

尿
。
閥
補
矧
。
波
邇
夜
須
毘
古
神
。
次
…
。

田
．
乃
飼
旬
御
枕
方
。
飼
旬
御
足
方
。
而
突
時
。
於
御
涙

所
劇
楜
。
坐
香
山
之
畝
尾
木
本
。
名
泣
沢
女
神
。

皿
．
爾
著
其
御
刀
前
之
之
血
。
走
就
湯
津
石
村
。
所
閥
補

石
析
神
。
次
根
析
神
。
…

略
．
次
著
其
御
刀
本
血
。
走
就
湯
津
石
村
。
所
劇
楜
。
甕

速
日
神
。
洲
…
。

肥
．
次
集
御
刀
之
手
上
血
。
自
手
俣
漏
出
。
所
閥
楜
。
名

闇
泌
加
美
神
。
次
…

Ⅳ
、
所
殺
迦
具
土
神
之
於
頭
。
所
劇
楜
別
間
。
正
鹿
山
上
津

見
神
。
次
泌
騰
山
津
見
神
…
。

肥
．
燭
一
火
入
見
之
時
。
…
於
頭
者
大
雷
周
。
於
胸
火
雷

周
。
…
井
八
雷
神
成
周
。

四
．
爾
伊
邪
那
岐
命
取
黒
御
繰
投
棄
。
乃
幽
蒲
子
。
…
。

加
．
故
於
投
棄
御
杖
、
所
劇
禰
劉
。
衝
立
船
戸
神
。
次
於

・
・
・
一
哨
剛
剛
郡
師
函
『
釧
掴
Ⅵ
『
『
一
利
。
。
。
○

劃
．
初
於
中
瀬
堕
迦
豆
伎
而
糠
時
。
酬
瑚
姻
司
側
劉
。
八
十

禍
津
日
神
。
次
…
。

配
．
此
二
神
者
。
所
致
其
横
繁
国
之
時
。
因
汚
垢
而
。
所

劇
楜
之
者
也
。

路
．
次
為
直
其
禍
而
。
酬
劇
測
劉
。
神
直
美
神
。
肉
…
。

型
．
次
於
水
底
牒
時
。
所
劇
訓
劉
。
底
津
綿
上
津
見
神
。

次
●

●

●

○

妬
．
於
是
。
洗
左
御
目
時
。
所
成
神
名
。
天
照
大
御
神
。

洲
■

●

■

○

妬
．
佐
賀
美
邇
迦
美
而
。
於
吹
棄
気
吹
之
狭
霧
。
所
闘
禰

ｌ
御
名
。

多
紀
理
毘
売
命
。
次
…
。

”
・
佐
賀
美
邇
迦
美
而
。
於
吹
棄
気
吹
之
狭
霧
。
開
劇
楜

ｌ
御
名
。

天
津
日
子
根
命
…
。

羽
．
故
所
殺
神
。
於
身
型
物
者
。
於
頭
虫
蚕
。

豹
．
故
其
櫛
名
田
比
売
。
以
久
美
度
邇
起
於
而
。
所
当
楜

名
。
謂
八
嶋
士
奴
美
神
。

釦
．
又
要
大
山
津
山
見
神
之
女
。
名
神
大
市
比
売
。
幽
引

大
年
神
。
洲
…
。

別
．
見
八
嶋
士
奴
美
神
。
要
大
山
津
見
之
女
。
名
木
花
知

流
比
売
。
幽
荊
。
布
波
能
母
遅
久
奴
須
奴
神
。

鉈
．
此
神
。
要
泌
迦
美
神
之
女
。
名
日
河
比
売
。
当
荊

深
淵
之
水
夜
礼
花
神
。
此
神
…
。

詔
．
故
其
八
上
比
売
者
。
難
率
米
。
畏
其
嫡
妻
須
世
理
毘

売
而
。
其
所
型
引
者
。

木
俣
神
。

刺
挾
木
俣
而
返
。
故
名
其
干
云

弘
．
故
此
大
国
主
神
。
要
坐
胸
形
奥
津
宮
神
。
多
紀
理
毘

売
命
。
型
荊
。
阿
遅
鉗
高
日
子
神
。
次
妹
…
。

弱
．
大
国
主
神
。
亦
要
神
屋
稲
比
売
命
。
幽
詞
。
事
代
主

神
。
亦
翌
…
当
引
…
。

記
．
故
其
大
年
神
。
要
神
活
須
毘
神
之
女
伊
怒
比
売
。
型

斜
。
大
国
御
魂
神
。
凋
韓
神
。

師
．
羽
山
戸
神
。
翌
大
気
都
比
売
神
。
出
羽
。
若
山
咋
神
。

洲
若
年
神
…
。

詔
．
此
御
子
者
。
卸
笥
高
木
神
之
女
。
萬
幡
豊
秋
津
師
比

売
命
。
当
荊
。
天
火
明
命
。
洲
…
。

釣
．
故
其
火
盛
焼
時
。
開
明
コ
ヨ
淵
。
名
火
照
命
。
洲
生
子

名
：
●

㈹
、
是
天
津
日
高
日
子
波
限
建
鵜
葺
不
合
命
。
要
其
族
玉

依
毘
売
命
。
俎
卸
刑
矧
。
五
瀬
命
。
洲
…



表2 古事記上巻の中の時代区分

余
れ
る
と
こ
ろ
一
処
あ
り
。
…
」
と
い
う
と
き
、
こ
こ
に
「
成
」
と

い
う
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
「
不
成
合
」
「
成
余
」
と
い
う
「
成
」
の
中
の
ひ
ず
み
が

記
序
に
お
い
て
は
陰
陽
と
呼
ば
れ
、
「
成
」
の
ひ
ず
み
が
二
次
的
に

「
生
」
と
い
っ
た
質
的
に
異
な
る
現
象
を
引
き
起
こ
し
た
、
と
い
う

抽
象
的
な
思
想
理
解
が
確
認
で
き
る
。
単
な
る
牧
歌
的
な
物
語
で
は

な
い
。
以
上
よ
り
、
こ
の
ｂ
型
の
登
場
を
も
っ
て
第
Ⅱ
期
の
始
ま
り

を
設
定
し
、
そ
れ
以
前
を
「
成
」
の
み
で
「
生
」
と
い
う
現
象
が
ま

だ
現
れ
て
い
な
い
時
代
と
見
て
、
第
１
期
と
名
付
け
る
。

ａ
．
Ｃ
に
つ
い
て
。
こ
の
「
成
神
名
」
と
「
所
成
神
名
」
と
の
違

い
は
重
要
で
、
そ
の
間
に
は
本
質
的
な
違
い
が
あ
る
。
前
者
が
「
神

が
成
っ
た
（
自
動
詞
）
」
と
い
う
自
律
的
生
成
で
あ
る
の
に
対
し
、
後

者
で
は
前
に
「
所
」
の
字
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
「
成
」
は
他
動
訶

で
あ
っ
て
Ｉ
こ
の
場
合
、
「
所
」
の
字
は
前
に
場
を
示
す
語
が
な

い
用
例
が
多
い
う
え
、
ａ
．
Ｃ
の
間
で
使
わ
れ
る
文
法
上
の
文
脈
に

特
に
違
い
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
関
係
副
詞
と
し
て
理
解
す
る

わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
関
係
代
名
詞
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら

ｌ
、
「
神
が
生
成
さ
れ
た
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
な
お
、
第
Ⅱ

期
の
部
分
に
ａ
型
が
さ
ほ
ど
多
く
み
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
の
部
分
で

は
二
神
に
よ
る
「
生
」
が
中
心
主
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら
に
す
ぎ
な

い
。
事
実
、
第
Ⅱ
期
に
お
い
て
も
僅
か
で
は
あ
る
が
ａ
型
も
み
ら
れ

る
（
⑫
）
。
従
っ
て
、
ａ
型
か
ら
Ｃ
型
へ
の
変
化
は
伊
耶
那
美
の
死
の
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Ⅳ Ⅲ Ⅱ I
区
分

櫛
名
田
比
売
と
の
結
婚

大
国
主
神

葦
原
中
国
平
定

大
国
主
神
の
国
譲
り

天
孫
降
臨

日
向
三
代

火
神
被
殺

黄
泉
国

三
貴
子
の
誕
生

須
佐
之
男
の
神
逐
ら
ひ

天
の
安
河
の
ウ
ケ
ヒ

須
佐
之
男
の
天
降
り

大
蛇
退
治

国
土
修
理
固
成

二
神
の
結
婚

大
八
嶋
・
神
々
を
生
む

火
の
神
を
生
み
神
避
る

伊 宇
邪 比
那一地
岐 邇
神 神

伊 須
邪 比
那 智
美 邇
神 神

豊国天宇
雲之之摩
野常常志
神立立阿
神神斯
訶
備
比
古
遅
神

造
化
三
神

内
容

d 型

c 型

( b型？ ）

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

( a型）

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

b型

a 型
神
々
生
成
記
載
様
式



時
点
で
起
こ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
自
律
的
な
「
成
」

と
い
う
現
象
は
完
全
に
終
焉
し
、
何
ら
か
の
外
的
な
主
体
が
「
成
」

と
い
う
現
象
を
引
き
起
こ
す
「
所
成
」
の
時
代
を
迎
え
た
こ
と
が
わ

か
る
。
外
的
主
体
が
何
で
あ
る
か
明
確
に
は
断
定
で
き
な
い
が
、
私

は
そ
れ
を
物
語
の
背
景
に
身
を
隠
し
た
ム
ス
ヒ
の
神
の
力
に
よ
る
も

（
９
）

の
と
考
え
る
。
と
も
あ
れ
こ
こ
で
明
瞭
に
記
載
様
式
が
変
化
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
第
Ⅱ
期
と
第
Ⅲ
期
と
の
区
分
を
設
定
す
る
こ
と
は
妥

当
で
あ
ろ
う
。

ｄ
に
つ
い
て
。
こ
の
様
式
は
須
佐
之
男
の
大
蛇
退
治
と
櫛
名
田
比

売
と
の
結
婚
以
降
に
初
め
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
双

系
系
譜
」
ま
た
は
「
両
属
系
譜
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
の
古
い
系
譜
記

載
様
式
の
一
つ
の
典
型
で
あ
る
。
『
釈
日
本
紀
』
所
引
の
「
上
宮
紀
」

逸
文
や
「
天
寿
国
繍
帳
銘
」
に
類
例
が
あ
り
、
古
事
記
の
中
・
下
巻

の
な
か
の
帝
紀
的
記
事
も
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。
撰
者
が
む
し
ろ
こ

の
時
代
を
、
続
く
中
・
下
巻
の
神
武
以
降
と
連
続
し
た
時
代
と
み
な

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
こ
の
ｄ
型
が
み
ら
れ
る
時
期
を

（
叩
）

第
Ⅳ
期
と
名
付
け
る
こ
と
に
す
る
。

以
上
の
生
成
記
載
の
様
式
に
も
と
づ
い
た
四
期
区
分
は
、
単
な
る

原
資
料
の
投
影
で
は
な
い
。
旧
来
の
神
話
学
の
成
果
が
語
る
原
資
料

群
の
区
分
と
は
一
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
天
地
創
成
神

話
・
黄
泉
国
の
話
・
出
雲
系
神
話
群
と
い
っ
た
古
事
記
上
巻
の
成
立

上
最
も
新
し
く
挿
入
さ
れ
た
り
手
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

２
「
火
」
と
「
＋
拳
剣
」
の
象
徴
的
機
能

一
つ
の
完
結
し
た
「
作
品
」
の
中
に
象
徴
的
な
意
味
を
含
意
さ
せ

ら
れ
た
事
物
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
撰
者
の
主
張

を
引
き
出
す
た
め
の
有
力
な
カ
ギ
と
な
る
。
次
に
古
事
記
上
巻
の
中

で
使
用
さ
れ
た
「
火
」
の
象
徴
的
機
能
に
注
目
す
る
。
そ
れ
に
は
、

①
「
啓
蒙
（
皇
億
三
の
邑
日
の
貝
）
」
の
象
徴
と
し
て
の
「
火
言
三
」
と
、

⑧
「
試
練
」
と
し
て
の
「
火
穿
の
）
」
と
い
っ
た
二
つ
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
①
の
例
で
あ
る
。

○
次
に
火
の
夜
芸
速
男
の
神
を
生
み
た
ま
ひ
き
。
ま
た
の
名
は
火

の
眩
毘
古
の
神
と
い
ひ
、
ま
た
の
名
を
火
の
迦
具
土
の
神
と
い

ふ
。
…
…
か
れ
伊
耶
那
美
神
は
火
の
神
を
生
み
た
ま
ひ
し
に
因

り
て
、
遂
に
神
避
り
た
ま
ひ
き
。

○
「
…
…
し
ば
ら
く
黄
泉
神
と
論
は
む
。
我
を
な
視
た
ま
ひ
そ
。
」

る
部
分
の
内
部
に
お
い
て
か
の
区
分
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
合

わ
せ
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
時
代
区
分
の
意
識
は
旧
来
の
様
々
な
資

料
を
利
用
し
な
が
ら
一
定
の
構
図
を
持
っ
て
古
事
記
を
編
纂
し
た
撰

者
の
主
体
的
な
、
王
張
の
あ
ら
わ
れ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
神
話

の
最
終
段
階
で
付
加
さ
れ
た
部
分
は
、
従
来
の
よ
う
に
価
値
の
低
い

部
分
と
し
て
捨
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
撰
者
の
意

志
・
構
想
が
最
も
な
ま
の
形
で
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
素
材
と
し

て
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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と
か
く
白
し
て
、
そ
の
殿
内
に
還
り
入
り
ま
せ
る
ほ
ど
、
い
と

久
し
く
て
待
ち
か
ね
た
ま
ひ
き
。
か
れ
左
の
御
髻
に
刺
せ
る
湯

津
爪
櫛
の
男
柱
一
箇
取
り
閾
き
て
、
一
つ
火
燭
し
て
入
り
見
た

ま
ふ
時
に
、
：
．
…

○
か
れ
避
追
え
て
、
出
雲
の
国
の
肥
の
河
上
、
名
は
烏
髪
と
い
ふ

地
に
降
り
ま
し
き
。
：
…
・
高
志
の
八
俣
の
大
蛇
、
：
．
…
「
そ
が

目
は
赤
か
が
ち
の
如
く
に
し
て
身
一
つ
に
八
つ
の
頭
八
つ
の
尾

あ
り
。
ま
た
そ
の
腹
は
、
…
…
」
…
…
こ
こ
に
速
須
佐
之
男
の

命
、
そ
の
御
侃
の
十
拳
剣
を
抜
き
て
、
そ
の
蛇
を
切
り
散
り
た

ま
ひ
し
か
ば
、
肥
の
河
血
に
変
り
て
な
が
れ
き
。
。
…
：

こ
れ
ら
の
事
例
に
は
一
定
の
共
通
性
が
確
認
さ
れ
る
。
一
つ
目
で
は
、

「
火
」
神
の
頸
を
「
十
拳
剣
」
で
切
る
と
「
血
」
が
散
っ
て
「
雷
」

そ
の
他
の
神
が
現
出
す
る
。
二
つ
目
の
例
で
は
、
「
火
」
を
と
も
し

た
こ
と
で
「
黄
泉
国
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
「
雷
神
」
が
現
出
し
、
伊
耶

那
岐
は
そ
れ
を
「
十
拳
剣
」
で
威
嚇
し
な
が
ら
逃
げ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
第
一
二
の
例
に
お
い
て
は
、
「
肥
殉
）
」
の
河
の
大
蛇
を
「
十
拳

剣
」
で
切
る
と
河
は
「
血
」
と
変
じ
て
流
れ
た
と
い
う
。
古
事
記
上

巻
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
火
を
統
く
る
た
め
の
道
具
が
十
拳
剣

で
あ
る
と
い
う
観
念
が
見
出
さ
れ
、
火
は
現
実
世
界
を
照
ら
し
出
し

た
り
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
光
と
し
て
現
れ
る
（
後
述
）
。
火
、
お
よ

び
火
に
媒
介
き
れ
る
こ
と
で
生
じ
た
現
実
、
そ
し
て
そ
れ
へ
の
直
面

に
と
も
な
う
諸
結
果
を
乗
り
越
え
克
服
す
る
た
め
の
武
器
と
し
て
十

拳
剣
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

な
お
、
如
上
の
象
徴
的
機
能
を
担
う
火
が
現
れ
る
部
分
が
、
生
成

の
記
載
様
式
か
ら
得
ら
れ
た
時
代
区
分
に
お
け
る
転
換
期
と
一
致
し

て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
先
に
設
定
し
た
時
代

区
分
の
妥
当
性
を
傍
証
し
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。

や
州
蚊
側
蠅
吐
Ⅷ
」
革
什
騨
鯏
些
一
な
第
Ⅱ
期
か
ら
第
Ⅲ
期
へ

（
自
立
的
「
成
」
の
終
焉
。
黄
泉
の
国
の
現
出
・
）

「
肥
の
河
の
大
蛇
」
＋
「
十
拳
剣
」
⑪
第
Ⅲ
期
か
ら
第
Ⅳ
期
へ

（
「
要
生
子
」
様
式
の
時
代
。
現
実
世
界
へ
の
歩
み
・
）

３
古
事
記
上
巻
テ
ク
ス
ト
の
二
元
性

次
に
、
古
事
記
上
巻
に
み
ら
れ
る
、
内
容
を
段
落
ご
と
に
一
括
整

理
す
る
一
連
の
説
明
書
き
的
部
分
の
成
立
事
情
を
考
察
し
、
テ
ク
ス

ト
の
二
元
性
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
た
だ
、
そ
れ
を
厳
密
に
取
り

出
す
こ
と
が
こ
こ
で
の
目
的
で
は
な
い
か
ら
、
本
文
と
の
分
別
が
行

い
に
く
い
部
分
は
問
題
と
せ
ず
、
「
上
件
」
「
右
件
」
の
語
を
冠
す
る

注
記
部
の
み
を
取
り
出
す
こ
と
に
す
る
。

「
上
件
五
柱
神
者
、
別
天
神
。
」

「
上
件
自
国
之
常
立
神
以
下
、
伊
耶
那
美
神
以
前
、
称
神
世
七
代
。

上
二
柱
独
神
各
云
一
代
。

次
双
十
神
云
一
代
也
。
」

「
上
件
自
石
析
神
以
下
、
闇
御
津
羽
神
以
前
、
井
八
神
者
、
因
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○
○

御
刀
所
生
之
神
者
也
・
」

「
右
件
自
船
戸
神
以
下
、
辺
津
甲
斐
弁
羅
神
以
前
十
二
神
者
、

○
○

因
脱
著
身
之
物
所
生
身
也
・
」

「
右
件
八
十
禍
津
日
神
以
下
、
速
須
佐
之
男
命
以
前
十
柱
神
者
、

○
○

因
糠
御
身
所
生
者
也
・
」

「
右
件
自
八
嶋
士
奴
美
神
以
下
、
遠
津
山
岬
帯
神
以
前
、
称
十

七
世
神
。
」

「
上
件
大
年
神
之
子
、
自
大
国
御
魂
神
以
下
、
大
士
神
以
前
、

丼
十
六
神
ｏ
」

「
上
件
羽
山
戸
神
之
子
若
山
昨
以
下
、
若
室
葛
根
以
前
、
井
八

神
。
」

こ
こ
に
み
え
る
神
々
生
成
の
記
載
様
式
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

先
に
こ
れ
ら
を
除
い
て
行
っ
て
お
い
た
上
巻
全
体
の
記
載
様
式
の
分

析
か
ら
明
瞭
に
得
ら
れ
た
全
体
構
想
・
時
期
区
分
と
、
こ
れ
ら
と
を

比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
は
全
く
整
合
的
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
吃
）

例
え
ば
、
「
因
御
刀
所
生
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
生
」
の
字
が
「
…
に

よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
も
の
」
と
い
っ
た
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
に
み
え
る
三
つ
の
事
例
は
、
本
来
な
ら
「
所
成
」
と
表

現
さ
る
べ
き
現
象
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
生
」
の
字
に

本
文
と
は
異
質
な
用
法
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
、
「
所
成
」
と
「
所
生
」

と
い
っ
た
区
別
が
厳
密
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の

こ
と
を
敷
術
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
説
明
記
載
は
古
事
記
全
体

こ
れ
ま
で
の
基
礎
的
作
業
を
足
場
に
し
て
、
以
下
古
事
記
上
巻
神

話
の
テ
ク
ス
ト
理
解
を
行
い
、
そ
の
構
図
を
探
っ
て
み
る
。
結
論
か

ら
い
う
と
、
そ
こ
に
は
人
間
の
精
神
の
発
達
段
階
、
「
啓
蒙
言
信
三

の
ロ
ョ
の
具
）
」
と
「
社
会
化
」
の
過
程
と
い
っ
た
構
図
が
存
在
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
神
話
学
の
方
面
か
ら
の
研
究
に
お
い

て
こ
れ
ま
で
漠
然
と
い
わ
れ
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
古
事
記
神
話
の
も

つ
成
人
儀
礼
的
性
格
の
内
実
が
こ
こ
で
具
体
的
に
把
握
さ
れ
る
こ
と

Ｌ
」
田
哩
易
ノ
○

の
構
想
と
は
異
質
な
性
格
を
も
っ
て
い
て
、
本
文
の
構
想
を
十
分
に

理
解
し
た
上
で
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
本
文
よ
り

も
後
時
的
（
二
次
的
）
に
挿
入
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら

れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
章
で
天
地
創
成
の
部
分
の
構
図
を
考
え
る

際
の
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
問

題
と
さ
れ
る
「
上
件
五
柱
神
者
、
別
天
神
。
」
「
上
件
自
国
之
常
立
神

以
下
、
伊
耶
那
美
神
以
前
、
称
神
世
七
代
…
…
」
と
い
っ
た
神
々
の

所
属
・
分
類
に
か
か
わ
る
文
章
が
本
文
そ
の
も
の
よ
り
成
立
時
期
の

お
そ
い
挿
入
部
分
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

三
、
古
事
記
神
話
の
構
図
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１
世
界
の
発
見
と
し
て
の
天
地
創
成
’
第
１
期
Ｉ

第
１
期
は
、
天
地
初
発
か
ら
神
世
七
代
の
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美

の
登
場
ま
で
、
い
ま
だ
「
生
」
と
い
う
現
象
の
成
立
し
て
い
な
い
「
成
」

の
み
の
時
代
で
あ
る
。
神
野
志
・
水
林
両
氏
の
間
の
論
争
で
は
、
特

に
こ
の
天
地
創
成
部
分
の
解
釈
が
一
つ
の
大
き
な
焦
点
と
な
っ
て
い

る
。
両
氏
の
古
事
記
の
世
界
観
の
理
解
は
こ
の
部
分
の
読
み
に
多
く

依
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
神
世
七
代
の
神
々
が
「
国
」
に
成
っ

た
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
久
し
く
諸
家
の
説
の
一
致
す
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。
し
か
し
金
井
清
一
・
毛
利
正
守
両
氏
は
、
こ
れ
ら
を
別

天
つ
神
と
と
も
に
「
天
」
に
な
っ
た
神
で
あ
る
と
す
る
解
釈
を
提
出

（
咽
）

さ
れ
た
。
そ
し
て
神
野
志
氏
は
そ
れ
を
受
け
て
古
事
記
は
徹
底
し
て

天
の
立
場
か
ら
書
か
れ
て
お
り
、
高
天
原
の
始
源
的
超
越
性
を
語
る

こ
と
が
そ
の
基
本
構
想
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

（
皿
）

し
水
林
氏
は
、
詳
細
な
批
判
を
加
え
た
う
え
で
、
む
し
ろ
別
天
神
の

う
ち
の
宇
摩
志
阿
斯
訶
備
比
古
遅
神
や
天
之
常
立
神
を
も
「
国
の
も

の
」
に
な
っ
た
神
と
み
な
す
べ
き
だ
と
し
、
古
事
記
に
お
け
る
天
と

地
の
互
酬
関
係
を
強
調
し
て
神
野
志
説
と
の
違
い
を
際
だ
た
せ
ら
れ

た
。
ま
ず
神
野
志
氏
ら
の
所
論
だ
が
、
既
に
水
林
氏
の
批
判
も
あ
る
が
、

こ
の
部
分
の
氏
の
読
み
を
も
っ
て
そ
の
こ
と
を
い
う
の
は
無
理
で
あ

ろ
う
。
は
じ
め
の
「
於
高
天
原
」
の
規
定
が
、
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那

美
の
成
の
部
分
に
ま
で
係
っ
て
ゆ
く
と
い
わ
れ
る
の
だ
が
、
「
於
高

天
原
」
は
「
天
地
初
発
之
時
」
と
い
う
時
制
の
制
約
を
受
け
た
も
の

な
の
だ
か
ら
そ
の
範
囲
で
し
か
機
能
し
な
い
。
こ
の
あ
と
「
次
に
国

稚
く
…
時
」
と
い
う
よ
う
に
時
制
が
改
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ

以
降
の
部
分
で
は
そ
の
規
定
が
も
う
生
き
て
い
な
い
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
冒
頭
部
に
お
け
る
「
次
に
」
と
か
「
於
て
」
は
す
べ
て
、

「
…
時
」
よ
り
も
文
法
的
に
低
次
の
限
定
句
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

従
っ
て
「
国
稚
く
…
時
、
…
に
よ
り
て
」
全
体
を
「
成
り
ま
せ
る
」

に
係
る
副
訶
句
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
な
い
・

神
野
志
氏
の
読
み
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
水
林
氏

の
描
い
た
構
図
に
賛
同
で
き
る
か
。
し
か
し
宇
摩
志
阿
斯
訶
備
比
古

遅
と
天
之
常
立
神
を
「
国
」
の
も
の
に
な
っ
た
存
在
者
で
あ
る
と
把

握
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
は
じ
め
の
「
次

に
国
稚
く
浮
け
る
脂
の
如
く
し
て
…
時
」
の
部
分
の
理
解
に
か
か
わ

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
は
文
法
的
に
見
て
「
天
地
初
発
の
時
」
に

対
応
す
る
〈
時
制
の
設
定
〉
で
あ
る
。
国
と
そ
の
起
源
に
語
り
の
基

本
的
な
視
点
と
関
心
の
中
心
を
置
い
て
い
る
た
め
に
、
特
定
の
時
制

を
表
現
す
る
の
に
そ
の
時
点
に
お
け
る
国
の
側
の
状
況
を
も
っ
て
す

（
胴
）

る
こ
と
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
古
事
記
は
こ
の
二
神
の
起
源
が

「
国
」
に
あ
る
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
、
即
ち
〈
場
〉
そ
の
も
の
に

つ
い
て
語
ろ
う
と
し
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ

も
こ
の
段
階
で
は
、
は
っ
き
り
し
た
場
は
ま
だ
準
備
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
ず
場
（
世
界
）
の
設
定
が
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
に
考
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察
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
古
事
記
の
第
一
次
の
語
り
は
神
の
所
在

地
（
所
属
）
に
は
関
心
が
薄
い
。
「
別
天
神
」
「
神
世
七
代
」
と
い
っ

た
神
々
の
所
属
に
関
す
る
分
類
の
意
識
を
二
次
的
な
も
の
と
み
な
し
、

そ
う
し
た
注
記
部
分
を
あ
え
て
除
い
た
う
え
で
、
神
名
の
対
応
関
係
、

即
ち
天
之
常
立
神
と
国
之
常
立
神
と
の
対
称
性
を
第
一
の
手
が
か
り

と
し
て
構
造
理
解
を
試
み
る
。
す
る
と
、
第
一
次
の
古
事
記
の
語
り

は
次
の
よ
う
な
世
界
の
構
図
を
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。

は
じ
め
天
地
は
一
応
分
離
し
た
も
の
の
、
両
者
の
間
に
は
明
確
で
具

体
的
な
区
分
は
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
の
で
、
各
々
は
ま
だ
単
な
る

（
肥
）

空
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
段
階
で
造
化
三
神
が
現
れ
た
。
こ

の
時
点
で
は
国
と
い
う
「
世
界
」
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
し
た
形
を
為

し
て
い
な
い
「
無
規
定
的
で
な
ん
ら
具
体
性
を
も
た
な
い
空
虚
な
存

在
」
に
す
ぎ
ず
、
従
っ
て
そ
れ
は
「
無
」
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い

性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
宇
摩
志
阿
斯
訶
備
比
古
遅
神
が

（
Ⅳ
）

現
れ
、
こ
の
神
に
よ
り
即
自
的
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
天
と
国
と
が

互
い
に
媒
介
さ
れ
相
互
に
規
定
さ
れ
て
、
各
々
の
基
礎
を
な
す
天
之

常
立
神
・
国
之
常
立
神
の
二
神
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
天
と

（
肥
）

国
の
間
に
位
置
す
る
存
在
者
と
し
て
豊
雲
野
神
（
豊
か
な
雲
が
野
の
よ

う
に
広
が
っ
て
い
る
風
景
の
形
象
化
）
が
誕
生
し
、
両
者
は
こ
れ
に
よ
り

明
確
に
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
古
事

記
は
天
地
の
即
自
的
な
分
離
と
別
天
神
の
登
場
に
つ
づ
い
て
、
そ
の

後
の
舞
台
と
な
る
べ
き
〈
場
の
設
定
〉
の
語
り
を
行
っ
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
ま
で
の
神
々
が
す
べ
て
独
り
神
で
あ
る
と
い

う
共
通
性
の
存
在
か
ら
も
、
こ
こ
で
話
の
一
段
落
が
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
宇
摩
志
阿
斯
訶
備
比
古
遅
と
天
之
常
立
神
、

そ
し
て
国
之
常
立
神
と
豐
雲
野
神
を
セ
ッ
ト
に
し
て
取
り
上
げ
、
そ

の
性
格
付
け
を
行
う
の
は
お
か
し
い
・
そ
こ
に
は
「
神
自
体
の
性
格
」

と
「
神
の
所
属
に
よ
る
分
類
」
と
い
っ
た
視
点
の
間
の
混
乱
が
あ
る
。

天
之
常
立
神
と
対
応
関
係
に
あ
る
の
は
国
之
常
立
神
で
あ
る
し
、
宇

摩
志
阿
斯
訶
備
比
古
遅
は
天
と
国
の
媒
介
者
で
あ
り
豊
雲
野
神
は
天

と
国
の
分
割
者
で
あ
る
か
ら
本
来
は
天
・
国
の
ど
ち
ら
に
属
す
る
存

在
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
水
林
氏
の
掲
げ
ら
れ
た
二
神
は
、

物
語
の
場
の
設
定
の
プ
ロ
セ
ス
で
現
れ
る
、
い
な
む
し
ろ
場
を
設
定

す
る
た
め
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
現
れ
た
神
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に

場
の
所
属
関
係
を
付
す
こ
と
自
体
ナ
ン
セ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。
古
事

記
が
か
の
五
柱
の
神
を
、
性
格
自
体
が
こ
の
よ
う
に
互
い
に
異
な
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
別
天
つ
神
」
と
し
て
分
類
し
、
そ
れ
と
対
比

し
た
形
で
国
之
常
立
神
か
ら
伊
耶
那
美
ま
で
を
「
神
世
七
代
」
と
規

定
す
る
の
は
、
物
語
の
内
部
構
造
に
と
っ
て
は
明
ら
か
に
矛
盾
要
素

だ
と
い
え
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
る
の
か
。
そ
れ
は
、

古
事
記
自
体
に
矛
盾
す
る
二
つ
の
座
標
軸
が
内
包
さ
れ
て
並
存
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
元
来
は
〈
場
〉
の
誕
生
を
語
る
こ
と
を
意
図
し

た
語
り
の
構
造
を
も
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
の
ち
に
古
事
記

じ
し
ん
が
そ
の
よ
う
な
構
造
を
無
視
し
て
神
々
の
分
類
の
枠
を
上
か
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ら
重
ね
た
か
ら
こ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
今

日
の
私
た
ち
は
、
こ
の
「
作
品
と
し
て
の
二
重
性
」
を
意
識
し
つ
つ

構
造
理
解
を
行
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
神
々
の
所
属
が
問
題
と
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
書
か
れ
た
古
事
記
の
二
次
的
文
章
の
語
る
区

分
を
第
一
次
の
文
章
の
理
解
に
適
用
し
て
両
者
を
混
乱
さ
せ
る
と
、

テ
ク
ス
ト
論
の
遂
行
に
と
っ
て
は
大
き
な
誤
り
を
犯
す
危
険
が
生
じ

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
天
と
国
の
い
ず
れ
が
優
先
す
る
か
と
い
っ
た

点
を
問
題
に
す
る
こ
と
自
体
、
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
両
者
の
生
成
は
近
代
的
な
有
と
無
の
二
律
背
反
の
枠
で
語
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
国
の
「
修
理
固
成
」
と
い
う
言
葉
に
も
象
徴

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
も
国
も
互
い
に
相
互
関
係
を
維
持
し
つ
つ
、

し
だ
い
に
規
定
さ
れ
具
体
性
を
獲
得
し
な
が
ら
確
立
し
て
ゆ
く
存
在

で
あ
る
。
確
か
に
、
最
初
に
神
話
的
社
会
（
世
界
）
が
完
成
し
た
の

は
天
（
高
天
原
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
を
知
ら
す
存

な

在
者
は
、
あ
く
ま
で
伊
耶
那
岐
の
膜
ぎ
の
際
に
所
成
っ
た
三
貴
子
「
の

う
ち
の
一
神
」
の
天
照
大
御
神
で
あ
り
、
決
し
て
絶
対
的
な
存
在
者

で
は
な
い
。
そ
し
て
世
界
と
し
て
の
国
に
対
す
る
天
は
あ
く
ま
で
こ（旧
）

の
天
照
大
御
神
の
世
界
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
天
に
は
世
界
は
な
い
・

世
界
の
確
立
へ
の
運
動
を
一
貫
し
て
指
導
し
て
い
る
影
の
主
体
（
「
造

化
の
首
」
）
は
、
は
じ
め
の
造
化
三
神
で
あ
る
。
そ
し
て
先
の
読
み
に

従
え
ば
「
天
地
初
発
」
の
天
と
地
は
世
界
と
い
う
場
の
設
定
以
前
の

も
の
だ
か
ら
、
空
間
概
念
で
あ
っ
て
世
界
概
念
で
は
な
い
。
冒
頭
の

「
於
高
天
原
」
も
そ
の
段
階
で
現
実
的
に
存
在
し
て
い
る
世
界
を
指

し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
の
ち
に
高
天
原
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
空
間
を
国
の
視
点
か
ら
漠
然
と
指
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
従

っ
て
、
造
化
三
神
は
場
の
設
定
以
前
に
成
っ
た
存
在
者
だ
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
三
神
は
天
に
「
位
置
す
る
」
存
在
者
だ
が
、
け
し
て
天

と
い
う
世
界
に
「
属
す
る
」
存
在
者
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
意
味
に
読
み
変
え
て
初
め
て
、
天
と
国
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
継

ぐ
勢
力
の
始
原
的
対
等
性
に
関
す
る
水
林
氏
の
主
張
は
首
肯
さ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
造
化
三
神
こ
そ
が
「
世
界
」
の
成
立
以
前
か
ら
存
在
し

て
い
た
、
い
わ
ば
世
界
外
存
在
と
し
て
の
影
の
主
体
で
あ
り
、
そ
の

存
在
者
の
眼
前
に
お
い
て
は
天
も
国
も
一
つ
の
世
界
と
し
て
相
対
化

さ
れ
、
あ
る
種
の
対
等
な
関
係
に
置
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
古
事
記

の
構
造
を
こ
の
よ
う
に
分
析
し
て
く
る
と
、
天
か
国
か
と
い
っ
た
二

律
背
反
的
な
問
題
設
定
自
体
、
あ
ま
り
に
図
式
的
な
考
察
だ
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

結
論
を
ま
と
め
て
お
く
。
古
事
記
の
こ
の
第
１
期
の
部
分
に
は
、

互
い
に
多
少
の
矛
盾
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
二
つ
構
図
が
並
存
し
て

い
る
。
一
つ
は
天
・
国
の
成
立
を
内
面
的
に
語
る
構
図
、
も
う
一
つ

は
形
式
的
に
神
々
の
所
属
を
述
べ
る
構
造
で
あ
る
。
そ
し
て
前
者
は
、

伽
世
界
外
存
在
・
歴
史
の
影
の
主
体
た
る
造
化
三
神
の
成
、
②
そ
の

上
で
歴
史
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
「
世
界
」
と
い
う
場
の
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設
定
、
③
「
生
」
と
い
う
現
象
を
通
し
て
そ
こ
で
働
く
こ
と
に
な
る

表
の
主
体
た
る
陰
陽
の
準
備
、
と
い
っ
た
三
段
構
成
を
も
っ
て
い
る
。

如
上
の
文
脈
で
登
場
し
て
き
た
神
々
を
、
二
次
的
に
天
と
国
の
い
ず

れ
か
に
所
属
さ
せ
よ
う
と
し
て
大
別
し
た
た
め
、
現
在
の
古
事
記
上

巻
の
中
に
は
矛
盾
し
た
二
つ
の
座
標
軸
が
内
包
さ
れ
た
。

な
お
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
古
事
記
が
こ
の
よ
う
に
「
作
品

と
し
て
の
二
元
性
」
を
も
つ
と
す
れ
ば
、
い
く
ら
テ
ク
ス
ト
論
の
立

場
に
立
つ
に
せ
よ
、
近
年
の
諸
説
の
よ
う
に
成
立
論
的
立
場
を
簡
単

に
切
り
捨
て
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
作

品
と
し
て
の
重
層
性
の
問
題
は
単
純
な
素
材
論
と
は
区
別
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
古
事
記
の
二
次
的
語
り
の
い
う
神
世
七
代

は
、
別
「
天
」
つ
神
に
対
す
る
「
国
」
之
常
立
神
以
降
を
指
し
、
成

の
み
で
未
だ
生
と
い
う
現
象
の
起
こ
っ
て
い
な
い
段
階
の
う
ち
の

「
国
」
に
お
け
る
時
代
で
あ
る
。
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
日

本
書
紀
本
文
が
国
之
常
立
尊
を
も
っ
て
語
り
だ
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
日
本
書
紀
は
、
先
に
み
た
古
事
記
の
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
う
ち

国
の
起
源
の
部
分
を
切
り
離
し
て
日
本
の
歴
史
を
語
ろ
う
と
し
て
い

る
。
第
一
次
の
古
事
記
が
天
地
の
起
源
全
体
に
具
体
的
な
関
心
を
向

け
て
い
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
日
本
書
紀
は
中
国
的
な
文
飾
を
借

り
て
い
る
も
の
の
、
相
対
的
に
み
て
国
の
方
に
視
野
が
よ
り
限
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
よ
り
も
神
々
が
天
・
国

の
い
ず
れ
に
属
す
る
か
と
い
う
分
類
の
意
識
を
強
く
持
つ
古
事
記
の

２
「
生
」
の
現
出
と
現
実
世
界
へ
の
開
眼
（
「
啓
蒙
」
）

Ｉ
第
Ⅱ
期
か
ら
第
Ⅲ
期
へ
ｌ

天
と
国
が
い
っ
た
ん
自
立
的
な
場
と
し
て
確
立
す
る
と
、
そ
れ
に

続
い
て
二
神
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
登
場
し
て
く
る
。
こ
の
二
神
が
第

（
別
）

Ⅱ
期
に
お
け
る
一
つ
の
重
要
な
動
因
で
あ
る
。

国
生
み
の
段
で
最
初
に
で
て
く
る
オ
ノ
ゴ
ロ
鴫
の
「
成
」
は
、
天

つ
神
の
命
令
「
修
理
・
固
成
」
に
応
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
固
」

は
「
漂
え
る
」
に
対
す
る
概
念
で
、
オ
ノ
ゴ
ロ
島
は
「
固
ま
っ
て
成

っ
た
」
存
在
で
あ
り
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
天
つ
神
が
与
え
た
道
具

が
天
の
「
沼
」
矛
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
つ
神
の
積
極
的
な
関
与
は

（
剛
）

こ
こ
ま
で
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
古
事
記
に
よ
れ
ば
「
生
」

と
い
う
現
象
は
成
っ
た
存
在
者
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
の
、
内
な
る

「
成
の
偏
り
」
に
よ
り
自
律
的
に
起
こ
る
働
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、

そ
の
後
の
島
や
国
の
「
生
」
は
（
当
然
影
に
は
天
っ
神
の
意
向
は
存
在
し

二
次
的
語
り
は
、
こ
の
日
本
書
紀
と
共
通
の
視
線
を
も
っ
た
も
の
と

い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
と
し
て
の
二
元
性
に
注
意
す
れ
ば
、
古

事
記
に
対
す
る
歴
史
的
な
成
立
論
は
や
は
り
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
第

二
次
の
語
り
が
こ
の
よ
う
に
日
本
書
紀
と
共
通
の
時
代
精
神
を
も
つ

も
の
だ
と
す
れ
ば
、
作
品
的
性
格
を
も
つ
第
一
次
語
り
は
そ
れ
を
遡

る
ど
の
段
階
で
成
立
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
今
後
あ
ら
た
め
て

問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

日本思想史学29<1997)96



て
い
よ
う
が
）
形
式
的
に
は
天
つ
神
の
命
令
に
よ
る
の
で
は
な
い
・

二
神
の
「
自
由
な
行
為
」
に
よ
っ
て
「
生
む
」
と
い
う
現
象
が
切
り

開
か
れ
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
こ
そ
後
述
の
よ
う
に
重
要
な
意
義
が
あ

る
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
天
つ
神
か
ら
は
指
導

を
受
け
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

国
生
み
に
際
し
、
二
神
は
は
じ
め
対
等
に
ふ
る
ま
っ
て
い
た
。

「
男
性
的
な
る
も
の
と
女
性
的
な
る
も
の
」
と
い
う
役
割
を
持
ち
、

の
ち
に
は
「
現
実
的
世
界
と
神
話
的
世
界
」
と
い
っ
た
も
の
を
に
な

う
こ
と
に
な
る
二
神
も
、
ま
だ
最
初
は
即
自
的
に
そ
う
で
あ
る
に
す

ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
女
人
先
言
不
良
」
と
の
注
意
を

さ
れ
て
し
ま
う
。
国
と
い
う
自
ら
の
外
の
「
対
象
化
さ
れ
た
世
界
」

を
生
成
す
る
「
生
む
」
と
い
う
行
為
の
第
一
歩
か
ら
、
既
に
こ
の
よ

う
に
女
神
の
地
位
の
低
下
が
引
き
起
こ
さ
れ
始
め
た
。
そ
し
て
「
生
」

と
い
う
行
為
の
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
は
彼
ら
自
身
の
生
み
出
し
た

「
火
」
に
よ
る
女
神
の
完
全
な
「
否
定
（
ロ
の
闇
号
雪
①
ロ
）
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
女
神
の
火
に
よ
る
否
定
的
な
も
の
へ
の
変
化
は
、
古
事
記
の
理

論
１
１
成
の
ひ
ず
み
が
生
と
い
う
現
象
を
導
く
ｌ
か
ら
す
れ
ば
、

必
然
的
な
結
果
だ
と
い
え
る
。
神
話
的
世
界
の
存
在
者
で
あ
っ
た
二

神
が
、
自
ら
の
内
部
の
ひ
ず
み
を
利
用
し
て
現
実
の
世
界
を
生
み
出

せ
ば
生
む
出
す
ほ
ど
、
女
神
は
成
の
偏
り
と
し
て
の
「
陰
ｅ
“
の

ｚ
の
盟
号
の
の
）
」
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
拡
大
・
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

最
後
に
は
ひ
ず
み
が
最
大
と
な
っ
て
女
神
は
「
非
成
」
に
ま
で
持
つ

て
い
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
即
自
的
な
も
の
と
し
て
の
み

存
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
神
話
的
世
界
と
そ
れ
を
に
な
う
女
神
は
、

現
実
世
界
の
出
現
を
前
に
し
て
そ
の
現
実
性
に
と
っ
て
の
否
定
的
モ

（
理
）

メ
ン
ト
ヘ
と
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
生
」
と
い
う
事
象
の
完

了
を
象
徴
す
る
「
火
」
は
、
男
神
の
所
持
す
る
十
拳
剣
に
よ
っ
て
切

り
捨
て
ら
れ
る
（
統
く
ら
れ
る
）
。
こ
の
十
拳
剣
に
よ
る
火
の
統
治
は

脱
神
話
・
啓
蒙
の
第
一
歩
の
成
就
を
象
徴
す
る
。

こ
う
し
て
次
の
第
Ⅲ
期
を
む
か
え
る
。
伊
耶
那
美
の
死
（
即
自
的

な
死
、
厳
密
に
は
「
否
定
」
）
に
始
ま
る
時
期
で
あ
っ
て
、
結
論
か
ら
言

う
と
「
世
界
の
現
実
性
（
三
三
言
房
の
己
の
獲
得
過
程
」
の
概
念
で

特
徴
づ
け
ら
れ
る
エ
ポ
ッ
ク
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
も
は
や
以

（
認
）

前
の
「
成
」
と
い
う
現
象
は
存
在
し
な
く
な
り
、
「
所
成
」
と
い
う

外
的
主
体
（
ム
ス
ヒ
の
神
）
の
働
き
に
よ
ら
な
け
れ
ば
成
と
い
う
現
象

は
起
こ
り
得
な
い
時
代
を
迎
え
る
。

第
Ⅲ
期
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
核
は
黄
泉
国
の
話
で
あ
る
。
ネ
ガ
テ
ィ

（
型
）

ヴ
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
伊
耶
那
美
を
追
っ
て
黄
泉
国
を
訪
れ

た
伊
耶
那
岐
は
、
女
神
の
「
な
見
た
ま
ひ
そ
」
と
い
う
願
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
一
つ
火
」
を
燭
し
て
そ
の
姿
を
見
る
。
な
ぜ
火
を
と
も

し
た
の
か
。
私
は
、
黄
泉
国
が
物
理
的
に
暗
黒
だ
っ
た
か
ら
だ
と
は

考
え
な
い
。
し
か
し
佐
藤
正
英
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
殿
の
中
」

（
妬
）

だ
け
が
暗
か
っ
た
と
解
釈
す
る
の
も
表
面
的
な
説
明
で
あ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
明
暗
は
天
照
大
神
の
誕
生
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
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て
、
光
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
闇
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

む
し
ろ
語
り
の
核
心
に
あ
る
の
は
、
こ
の
時
点
で
の
伊
耶
那
美
の

姿
の
変
化
、
そ
の
意
味
で
あ
る
。
火
を
燭
し
て
見
た
こ
と
で
初
め
て

女
神
の
死
が
確
定
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
、
伊
耶
那
美
自
身
も
い

っ
て
い
た
よ
う
に
ま
だ
黄
泉
神
と
の
交
渉
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
火
を
燭
す
こ
と
が
そ
う
し
た
伊
耶
那
美
の
姿
に
変
化
を

引
き
起
こ
し
、
そ
こ
に
不
可
逆
性
を
与
え
た
点
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

黄
泉
国
を
一
つ
の
独
立
し
た
、
行
き
来
不
可
能
な
世
界
と
し
て
確
立

し
た
の
は
伊
耶
那
岐
で
あ
る
。
原
因
は
彼
の
「
見
た
い
、
知
り
た
い
」

と
い
う
理
性
的
欲
求
の
働
き
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
こ
こ
に
い
う
火
の
光
は
、
伊
耶
那
岐
の
「
現
実
に
対
す
る
表
」

ひ
ら

を
啓
く
光
（
理
性
・
知
性
）
を
象
徴
的
に
語
る
も
の
だ
と
い
え
る
。
そ

し
て
そ
の
火
は
、
以
前
に
彼
自
身
が
伊
耶
那
美
と
共
に
生
み
出
し
た

も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
彼
の
前
に
初
め
て
「
死
と
現
実
の
世

界
」
を
現
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
た
伊
耶
那
岐
は
怖
く
な

っ
て
逃
げ
出
す
。
千
引
の
石
で
黄
泉
比
良
坂
を
閉
塞
し
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
即
自
的
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
死
の
世
界
を
一
つ
の
独
立

し
た
世
界
と
し
て
観
念
の
上
に
確
立
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
結
局
、

黄
泉
国
（
死
生
観
）
は
、
彼
ら
自
身
が
「
自
分
の
中
か
ら
」
引
き
出

し
た
世
界
で
あ
り
、
伊
耶
那
岐
の
意
識
の
前
に
措
定
さ
れ
た
観
念
的

実
在
で
あ
る
と
い
え
る
。

な
お
、
伊
耶
那
岐
が
逃
げ
る
際
に
身
に
つ
け
て
い
た
も
の
を
投
げ

捨
て
る
と
そ
れ
が
別
物
に
変
化
し
た
理
由
も
興
味
深
い
。
も
と
の
素

材
に
戻
る
と
い
う
の
は
正
確
で
は
な
い
。
生
命
を
得
る
、
生
き
返
る

の
で
あ
る
。
黄
泉
国
か
ら
生
の
国
へ
の
空
間
的
・
線
的
な
移
動
が
、

文
物
の
死
か
ら
生
へ
と
い
う
時
間
的
も
し
く
は
様
態
的
変
化
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
。
時
間
的
距
離
が
空
間
的
距
離
と
し
て
表
象
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
が
不
老
長
寿
・
生
の
象
徴
で
あ
る
桃

の
実
で
あ
る
こ
と
も
お
も
し
ろ
い
。
生
と
死
（
成
と
非
成
）
の
対
立

す
る
空
間
的
な
線
の
上
で
、
生
の
世
界
に
最
も
近
い
一
点
に
お
い
て

こ
れ
が
存
在
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
黄
泉
国
が
位
置
関
係
に
お
い
て
高

天
原
・
葦
原
中
国
と
と
も
に
三
段
構
造
を
な
し
て
い
る
だ
と
か
、
国

の
一
部
に
含
ま
れ
る
だ
と
か
、
あ
る
い
は
葦
原
中
国
と
同
じ
水
平
の

空
間
に
存
在
す
る
の
だ
と
か
と
い
っ
た
従
来
の
議
論
は
、
本
質
的
な

（
妬
）

問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
、
こ
の
黄
泉
国
と
い
う
も

の
の
本
質
が
、
天
や
地
と
い
っ
た
空
間
的
な
概
念
で
も
な
く
、
ま
た

高
天
原
や
葦
原
中
国
言
ら
に
は
海
厘
と
い
っ
た
社
会
的
な
意
味
を

も
つ
領
域
で
も
な
く
、
そ
れ
と
は
全
く
次
元
を
異
に
し
た
性
格
を
有

す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
「
成
」
的
存
在
者
が
自

ら
の
中
の
ひ
ず
み
に
導
か
れ
て
自
主
的
に
生
み
出
し
た
、
彼
ら
自
身

の
「
責
任
言
の
国
昌
乏
。
『
冒
昼
」
に
お
い
て
生
み
出
し
た
観
念
的
世

界
、
と
い
っ
た
特
殊
な
意
義
を
有
す
る
場
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る

、
《
ノ
○
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さ
て
、
以
上
の
啓
蒙
（
雪
信
三
の
邑
日
の
貝
言
穿
言
眉
）
と
で
も
評
す

べ
き
歩
み
は
い
か
な
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

古
事
記
自
身
が
正
確
に
語
っ
て
い
る
。
①
現
実
の
社
会
そ
し
て
支
配

の
対
象
た
る
「
葦
原
中
国
」
の
登
場
Ｉ
こ
の
場
面
で
の
そ
れ
が
古

事
記
に
お
け
る
こ
の
語
の
初
見
で
あ
る
ｌ
、
③
そ
こ
に
住
む
人
類

「
青
人
草
」
の
登
場
と
そ
の
現
実
的
な
生
と
死
、
③
「
け
が
れ
」
の

意
識
の
発
生
、
側
三
貴
子
の
誕
生
（
光
の
誕
生
を
含
む
）
、
⑤
「
知
ら
す
」

存
在
者
（
支
配
者
）
の
誕
生
、
な
ど
で
あ
る
。
葦
原
中
国
の
語
が
黄

泉
国
と
の
対
比
に
お
い
て
初
め
て
使
わ
れ
る
と
い
う
神
野
志
氏
の
指

摘
は
重
要
で
あ
る
し
、
古
事
記
が
人
類
の
は
じ
め
に
つ
い
て
語
ら
ず
、

こ
こ
で
突
然
登
場
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
氏
の
着
目
も
興
味

深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
き
た
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
時
点
で
初
め
て
葦
原
中
国
が
主
人
公
で
あ
る
伊
耶
那
岐
の
意
識

の
前
に
「
現
実
的
に
措
定
さ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

と
解
さ
れ
る
。
現
実
の
世
界
は
死
と
隣
り
合
わ
せ
に
、
言
い
換
え
る

と
そ
れ
と
の
対
比
に
お
い
て
初
め
て
現
実
性
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
直
接
的
に
人
類
の
起
源
を
語
ろ
う
と
は
し
て
い
な
い

こ
と
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
た
主
体
が
よ
う
や
く
人
間
を
自
分
と
は

異
な
る
独
立
し
た
「
他
者
」
と
し
て
意
識
の
上
に
措
定
し
う
る
精
神

の
発
達
段
階
に
達
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
る
の
が
一
貫
し
た

説
明
で
は
な
か
ろ
う
か
。

啓
蒙
の
歩
み
の
引
き
起
こ
し
た
結
果
は
決
し
て
良
い
も
の
ば
か
り

と
は
い
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
こ
そ
が
一
言
で
い
え
ば
現
実
世
界
に

目
が
開
け
た
結
果
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
責
任
は
彼
ら
自
身
に

あ
る
の
だ
か
ら
彼
ら
は
そ
れ
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
諸
結
果
を
甘

受
し
て
生
き
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
苦
し
み
や
悪
の
起
源
は
別
天

つ
神
が
世
界
の
設
計
ミ
ス
を
し
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら

自
身
の
「
自
由
な
」
存
在
者
と
し
て
の
行
為
の
選
択
が
そ
う
し
た
も

の
を
導
き
出
し
た
と
古
事
記
は
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
伊
耶
那
岐
・

伊
耶
那
美
は
神
話
的
世
界
の
最
後
の
存
在
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
常

に
死
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
現
実
の
世
界
を
自
ら
導
き
出
し
、
さ
ら

に
そ
の
現
実
の
世
界
を
初
め
て
体
験
し
た
存
在
者
だ
っ
た
。
神
話
的

世
界
か
ら
現
実
の
世
界
へ
の
移
行
を
啓
蒙
と
い
う
形
で
成
し
遂
げ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
Ⅱ
期
か
ら
第
Ⅲ
期
に
い
た
る
転
換
期
の
内
実

で
あ
る
。

３
現
実
世
界
へ
の
歩
み
（
「
社
会
化
」
）
Ｉ
第
Ⅲ
期
か
ら
第
Ⅳ
期
へ
Ｉ

こ
こ
か
ら
現
実
の
「
歴
史
」
が
動
き
始
め
る
。
現
実
世
界
が
準
備

さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
は
支
配
者
が
必
要
と
な
る
。
現
実
の
発
見
と
共

に
準
備
さ
れ
た
三
貴
子
に
分
割
統
治
が
命
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
問
題

の
「
国
」
の
支
配
の
完
成
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
っ
た
。
こ
れ

以
降
は
須
佐
之
男
が
、
王
役
で
あ
る
。
だ
が
彼
は
、
は
じ
め
は
あ
ま
り

に
も
弱
々
し
い
姿
で
登
場
し
て
く
る
。
海
原
の
支
配
を
命
じ
ら
れ
て

も
「
社
会
化
」
へ
の
恐
れ
・
た
め
ら
い
の
た
め
、
八
拳
の
ひ
げ
が
む
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ま
ま

な
さ
き
に
至
る
ま
で
啼
き
続
け
る
。
「
肋
ノ
国
、
根
ノ
堅
州
国
」
に

戻
る
こ
と
を
望
む
の
で
あ
る
。
伊
耶
那
岐
の
、

何
と
か
も
汝
は
言
依
せ
る
国
を
治
ら
さ
ず
て
、
突
き
い
さ
ち
る
。

と
い
う
問
い
に
須
佐
之
男
は
、

僕
は
枇
の
国
、
根
の
堅
洲
国
に
罷
ら
む
と
お
も
ふ
が
か
ら
に
実

ノ
く
、
○

と
答
え
て
伊
耶
那
岐
を
怒
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
神
話
的
世
界
と
い
う

楽
園
へ
の
憧
慢
、
現
実
世
界
に
対
す
る
お
び
え
が
彼
の
こ
と
ば
に
よ

く
現
れ
て
い
る
。
枇
ノ
国
と
は
母
の
胸
に
抱
き
守
ら
れ
た
幼
年
期
の

甘
美
な
温
か
さ
を
も
つ
神
話
的
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ

は
、
先
に
伊
耶
那
岐
が
初
め
て
現
実
に
直
面
し
た
と
き
に
お
そ
れ
逃

げ
出
し
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
行
動
で
あ
る
。
し
か
し
伊

耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
ら
の
引
き
起
こ
し
た
現
実
世
界
は
、
も
う
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
実
在
で
あ
っ
て
、
逆
戻
り
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
彼
は
そ
の
幼
児
性
に
よ
っ
て
神
逐
ひ
さ
れ
、
枇
ノ
国
へ
と
追

放
さ
れ
る
。
ま
た
、
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
た
め
に
向
か
っ
た
は
ず
の

高
天
原
に
お
い
て
は
、
ウ
ケ
ヒ
の
勝
ち
に
任
せ
て
罪
ま
で
犯
す
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
神
話
学
者
が
須
佐
之
男
を
幼
児
性
の
概

（
”
）

念
で
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
く
る
。
古
事
記
は
、
幼

児
性
と
現
実
社
会
と
の
ぶ
つ
か
り
．
葛
藤
を
語
っ
て
い
る
。
彼
の
行

為
は
彼
の
幼
児
性
、
蒙
の
な
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
客
観
的
に
は
悪
で

（
羽
）

あ
る
が
、
悪
意
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
。

と
は
い
え
、
彼
の
為
し
た
と
こ
ろ
は
現
実
に
は
許
さ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
彼
は
と
う
と
う
追
放
さ
れ
て
枇
ノ
国
へ
と
向
か
う
。
と

こ
ろ
が
予
定
は
意
外
な
と
こ
ろ
で
変
化
し
た
。
そ
こ
へ
向
か
う
道
中

で
、
彼
は
偶
然
的
に
も
あ
の
社
会
化
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
に
成
功
し

た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
も
そ
も
自
分
の
力
だ
け
で
は
枇
ノ
国
へ
の
憧

慢
を
断
ち
切
る
こ
と
は
で
き
ず
、
支
配
者
ど
こ
ろ
か
現
実
社
会
に
で

て
ゆ
く
勇
気
す
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
彼
に

「
勇
気
」
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
一
人
の
女
性
、
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
と

の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
愛
す
る
女
性
へ
の
思
い
が
こ
れ
ま
で
に
な
か

っ
た
勇
気
を
彼
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
彼
の
変
身
ぶ
り
は

見
事
で
あ
る
。
ま
さ
に
悪
神
か
ら
善
神
へ
の
変
身
に
も
み
え
る
。
こ

の
こ
と
を
象
徴
的
な
形
で
表
現
し
た
の
が
、
肥
（
Ⅱ
火
）
の
河
の
大

（
”
）

蛇
の
十
拳
剣
に
よ
る
退
治
の
語
り
で
あ
る
。
火
の
蛇
と
は
自
分
の
中

に
「
自
覚
さ
れ
た
」
内
的
自
然
で
あ
り
、
そ
れ
を
十
拳
剣
で
統
く
る

こ
と
は
自
ら
の
自
然
性
を
治
め
（
自
律
）
、
社
会
化
を
成
し
遂
げ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
須
佐
之
男
の
変
身
は
、
彼
が
自
分
の
中
の
幼
児
性

丙
的
自
然
）
の
乱
暴
さ
を
自
ら
律
し
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
変
化
な

の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
こ
と
が
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
と
の
結

婚
の
条
件
・
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
結
婚
に
は
意
識
的

自
律
、
社
会
化
さ
れ
た
成
人
た
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ

れ
こ
そ
が
Ｉ
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
の
そ
れ
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま

り
従
来
は
過
小
評
価
さ
れ
が
ち
だ
が
Ｉ
、
実
は
古
事
記
の
中
の
最
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初
の
現
実
の
婚
姻
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を

古
事
記
撰
者
が
明
確
に
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
れ
以
降

か
ら
一
般
の
人
間
の
婚
姻
・
系
譜
を
語
る
様
式
「
…
…
要
…
…

生
子
…
…
」
が
用
い
ら
れ
始
め
る
こ
と
か
ら
証
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
第
Ⅲ
期
か
ら
第
Ⅳ
期
へ
の
転
換
期
）
。
こ
こ
か
ら
は
も
う
現
在
へ
と
連
続

す
る
人
の
世
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
須
佐
之
男
は
現
実
の

歴
史
を
動
か
し
始
め
る
こ
と
に
初
め
て
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
須
佐
之
男
の
啓
蒙
の
歩
み
は
最
終
的
に
は
完
了
し
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
は
子
孫
の
大
国
主
神
に
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。
大
国

主
神
は
、
兄
弟
た
ち
の
迫
害
を
受
け
何
度
も
死
を
経
験
す
る
。
し
か

し
彼
は
か
え
っ
て
「
麗
し
き
壮
夫
」
と
な
っ
て
復
活
し
、
須
佐
之
男

の
い
る
根
の
堅
洲
国
（
黄
泉
国
へ
と
向
か
い
「
死
と
の
直
接
対
決
」

を
行
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
彼
は
数
々
の
秘
儀
的
試
練
を
受
け
る

が
、
そ
の
際
も
女
性
の
愛
と
助
け
が
彼
の
試
練
の
完
遂
を
可
能
に
し

た
。
こ
う
し
て
死
の
世
界
か
ら
ス
セ
リ
ヒ
メ
と
、
須
佐
之
男
の
所
持

（
釦
）

し
て
い
た
「
生
太
刀
・
生
弓
矢
」
を
奪
い
取
る
こ
と
で
、
葦
原
色
許

男
は
死
を
も
乗
り
越
え
た
「
大
国
主
神
」
「
宇
都
志
国
玉
神
」
と
し

て
出
雲
に
入
り
、
支
配
者
と
し
て
の
資
格
と
栄
光
を
勝
ち
取
る
の
で

あ
る
。
そ
の
時
の
須
佐
之
男
が
大
国
主
神
に
贈
っ
た
こ
と
ば
は
な
ん

と
感
慨
深
く
、
愛
情
に
満
ち
た
賞
賛
の
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
か
。
か
つ

て
伊
耶
那
岐
が
発
見
し
須
佐
之
男
が
そ
の
上
を
歩
き
始
め
た
現
実
社

会
を
、
い
ま
や
「
死
」
へ
の
恐
れ
を
乗
り
越
え
た
大
国
主
神
が
、
社

会
の
頂
点
に
立
つ
支
配
者
と
し
て
治
め
る
に
至
る
。
須
佐
之
男
の
喜

び
も
そ
う
し
た
歩
み
を
立
派
に
完
遂
し
て
も
ら
え
た
こ
と
に
よ
る
の

で
あ
ろ
う
。

古
事
記
は
、
現
実
社
会
の
発
見
、
社
会
化
、
そ
し
て
社
会
の
頂
点

に
立
つ
国
の
支
配
者
へ
と
い
っ
た
道
程
を
、
以
上
み
て
き
た
よ
う
に

生
き
生
き
と
描
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
の
ち
第
Ⅳ
期
に
お
い
て
は
、
著
名
な
天
孫
降
臨
と
国

讓
り
と
い
う
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
、
さ
ら
に
海
原
の
支
配
を
成

し
遂
げ
て
神
武
天
皇
の
時
代
が
準
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し

こ
れ
ら
は
日
本
書
紀
と
基
本
的
に
同
じ
枠
組
み
で
あ
る
。
ま
た
古
事

記
は
そ
う
い
っ
た
部
分
に
は
系
譜
様
式
上
の
区
分
を
設
け
て
い
な
い
。

古
事
記
の
一
つ
の
独
自
な
構
図
は
、
む
し
ろ
以
上
述
べ
来
た
っ
た
よ

う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
分
析
か
ら
得
た
結
論
を
ま
と
め
て
お
く
。
①
現
在
の
古
事

記
は
、
先
行
す
る
完
結
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
っ
た
テ
ク
ス
ト
（
第

一
次
の
古
事
記
と
呼
ぶ
）
に
対
し
て
神
々
の
所
属
分
類
な
ど
の
後
時
的

な
手
が
加
え
ら
れ
て
な
っ
た
も
の
で
、
重
層
的
な
性
格
と
内
部
矛
盾

を
有
す
る
。
③
古
事
記
を
天
皇
の
政
治
的
世
界
の
歴
史
的
正
当
化
の

手
段
と
し
て
一
元
的
に
割
り
切
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
以
外
に
も
、

四
、
結
論
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も
っ
と
内
面
的
な
「
歴
史
の
起
源
」
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き

出
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
③
古
事
記
が
天
地
の
起
源
に
つ
い
て

語
ら
な
い
と
い
う
の
は
誤
り
で
、
む
し
ろ
十
分
な
関
心
が
払
わ
れ
て

い
る
。
第
一
次
の
古
事
記
の
天
地
創
成
の
部
分
に
は
、
世
界
と
い
う

場
の
設
定
の
具
体
的
な
語
り
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
側
古
事

記
上
巻
を
単
純
に
神
話
と
呼
ぶ
こ
と
は
正
し
く
な
い
・
古
事
記
は
神

話
的
世
界
を
む
し
ろ
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
と
し
て
、
も
は
や
戻
る
こ

と
の
で
き
な
い
世
界
と
し
て
描
き
出
し
て
お
り
、
現
実
世
界
へ
の
歩

み
（
啓
蒙
・
社
会
化
）
と
い
う
テ
ー
マ
を
一
貫
し
て
叙
述
す
る
脱
神
話

世
界
の
物
語
と
い
う
性
格
を
有
す
る
。
歴
史
の
不
可
逆
性
（
直
線
的

時
間
観
念
）
を
徹
底
し
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

死
と
表
裏
一
体
の
現
実
世
界
へ
の
歩
み
は
、
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美

自
身
の
自
由
な
意
志
と
責
任
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
も
の
だ
と
説
明

さ
れ
て
い
る
。
⑤
現
実
社
会
の
支
配
の
起
源
や
支
配
者
の
資
格
は
、

そ
う
し
た
社
会
化
の
過
程
の
延
長
上
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

神
話
的
叙
述
は
神
話
的
世
界
の
終
焉
を
も
っ
て
始
ま
る
。
そ
の
意

味
で
神
話
は
す
で
に
啓
蒙
で
あ
る
。
私
の
い
い
た
か
っ
た
こ
と
は
「
啓

蒙
と
し
て
の
神
話
」
は
人
間
の
社
会
化
の
過
程
、
即
ち
現
実
世
界
を

一
人
の
人
間
が
不
可
避
に
体
験
し
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
啓
蒙
思
想
の
基
礎
に
は
個

体
発
生
と
系
統
発
生
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
観
念
が
存
在
す
る
。
古
事

記
は
、
神
話
の
中
に
神
話
的
世
界
か
ら
啓
蒙
を
経
て
現
実
の
歴
史
的

世
界
へ
と
い
う
過
程
と
そ
の
不
可
逆
性
を
描
こ
う
と
し
た
。
古
代
の

人
々
に
と
っ
て
「
歴
史
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
「
歴
史
の
起
源
」
は
、

こ
の
よ
う
に
個
人
の
精
神
の
発
達
・
成
長
過
程
と
し
て
表
象
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
古
事
記
上
巻
は
、
古
代
日
本
に
お
け
る
「
意
識
経
験

の
学
」
、
ま
た
「
神
話
的
世
界
と
の
決
別
の
書
」
と
評
価
さ
れ
る
の

が
最
も
適
切
だ
と
思
う
。

註
（
１
）
従
来
の
研
究
史
は
、
神
野
志
隆
光
「
日
本
神
話
主
要
文
献
案
内
」

（
別
冊
国
文
学
『
日
本
神
話
必
携
』
学
燈
社
、
一
九
八
二
年
）
な
ど
に

ゆ
ず
る
。

（
２
）
津
田
左
右
吉
『
神
代
史
の
新
し
い
研
究
』
（
全
集
別
巻
第
二
か

ら
『
日
本
古
典
の
研
究
』
上
下
（
全
集
第
一
巻
、
二
巻
）
に
い
た
る
一

連
の
研
究
。

（
３
）
岡
田
精
司
氏
ら
多
く
の
戦
後
歴
史
学
者
の
研
究
。

（
４
）
例
え
ば
松
村
武
雄
・
三
品
彰
英
・
松
前
健
・
大
林
太
良
氏
の
研

究
。
そ
の
ほ
か
多
く
の
国
文
学
者
の
研
究
も
、
こ
の
ど
ち
ら
か
の
影

響
を
強
く
受
け
て
い
る
。

（
５
）
近
年
の
神
野
志
隆
光
・
水
林
彪
両
氏
に
代
表
さ
れ
る
諸
研
究
は

前
者
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
後
者
の
延
長
上
の
研
究
の
一
例
と
し
て

は
河
合
隼
雄
・
湯
浅
泰
雄
・
吉
田
敦
彦
『
日
本
神
話
の
思
想
ｌ
ス

サ
ノ
オ
論
ｌ
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
三
年
）
。

（
６
）
神
野
志
隆
光
『
古
事
記
の
達
成
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

八
三
年
）
、
同
『
古
事
記
の
世
界
観
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
、

同
『
古
事
記
Ｉ
天
皇
の
世
界
の
物
語
Ｉ
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
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一
九
九
五
年
）
、
水
林
彪
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
九
一
年
）
な
ど
。
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
両
氏
の
説
は
こ

れ
ら
の
書
物
に
よ
る
。

（
７
）
既
に
丸
山
真
男
氏
が
神
々
生
成
の
あ
り
方
に
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
関
心
の
所
在
は
異
な
る
・
丸
山
真
男
「
歴
史
意
識
の
「
古
層
」
」
（
日

本
の
思
想
６
『
歴
史
思
想
集
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
）
。

（
８
）
記
序
に
つ
い
て
は
、
近
年
で
は
青
木
和
夫
氏
が
そ
れ
を
疑
う
諸

説
に
丁
寧
な
批
判
を
さ
れ
て
い
る
。
「
天
平
文
化
論
」
（
『
岩
波
講
座

日
本
通
史
』
古
代
３
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
。
な
お
、
序
と

本
文
と
の
異
質
な
性
格
を
い
う
神
野
志
説
が
論
証
不
十
分
で
あ
る
と

考
え
る
点
は
、
水
林
氏
の
批
判
に
従
う
。

（
９
）
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
に
は
、
「
成
」
と
い
う
現
象
す
べ
て
を
漠

然
と
ム
ス
ヒ
神
の
力
に
よ
る
生
成
だ
と
み
な
す
も
の
が
存
在
し
た
が
、

ム
ス
ヒ
神
自
身
や
そ
れ
以
前
の
天
之
御
中
主
神
も
「
成
」
的
存
在
者

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
そ
の
説
の
成
り
立
ち
が
た
い
こ
と
は
容
易

に
理
解
さ
れ
る
。

（
Ⅲ
）
た
だ
こ
の
第
Ⅳ
期
で
、
天
照
大
御
神
の
子
と
な
っ
た
忍
穗
耳
命

と
高
木
神
の
娘
と
の
間
の
婚
姻
の
み
は
異
質
な
書
き
方
が
さ
れ
区
別

さ
れ
て
い
る
。
天
孫
降
臨
を
準
備
す
る
婚
姻
が
世
俗
的
な
婚
姻
関
係

と
は
違
う
特
別
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
Ⅱ
）
上
代
仮
名
遣
い
で
同
音
。
火
と
肥
が
密
接
に
か
か
わ
る
こ
と
は
、

川
副
武
胤
『
日
本
古
典
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）
二

五
四
～
二
六
七
頁
。

（
皿
）
オ
ノ
ゴ
ロ
鴫
に
関
す
る
注
記
に
「
生
む
」
と
い
う
概
念
に
つ
い

て
の
多
少
の
注
意
は
見
ら
れ
る
。

（
旧
）
金
井
清
一
「
神
世
七
代
の
系
譜
に
つ
い
て
」
（
『
古
典
と
現
代
』

四
九
、
一
九
八
一
年
）
、
毛
利
正
守
「
古
事
記
冒
頭
の
文
脈
論
的
解
釈
」

（
『
美
夫
君
志
』
三
八
、
一
九
八
九
年
）
、
神
野
志
前
掲
書
。

（
Ⅲ
）
「
地
」
は
「
海
と
国
」
か
ら
な
る
と
い
う
水
林
説
は
重
要
。
古

事
記
の
世
界
観
に
よ
れ
ば
、
世
界
は
天
原
・
国
原
・
海
原
の
三
つ
か

ら
な
る
。
し
か
し
、
古
事
記
の
中
で
は
海
原
は
け
っ
し
て
積
極
的
な

概
念
と
し
て
は
語
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
注
意
を
向
け
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う
。
海
は
地
の
一
部
だ
が
、
国
の
創
造
・
規
定
が
進
む
に

つ
れ
、
地
の
う
ち
の
国
に
な
ら
な
か
っ
た
部
分
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ

ヴ
な
空
間
に
落
と
さ
れ
て
い
く
。
海
は
蛭
子
を
捨
て
た
と
こ
ろ
だ
し
、

人
知
の
及
ば
な
い
空
間
で
あ
る
。
ま
た
海
幸
彦
は
山
幸
彦
に
敗
北
す

る
。
古
事
記
は
場
と
し
て
の
天
と
国
の
起
源
に
つ
い
て
両
常
立
の
神

を
登
場
さ
せ
て
説
明
す
る
が
、
海
に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
語
り
は
な

さ
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
視
点
の
中
心
は
天
と
国
に
あ
る
。
古
事
記
が

海
の
立
場
か
ら
の
神
話
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
語
り
の
一

番
始
め
か
ら
貫
か
れ
て
い
る
基
本
的
な
視
点
で
あ
る
。

（
胴
）
冒
頭
の
「
天
地
初
発
の
時
」
と
い
う
時
制
設
定
を
受
け
る
「
高

天
原
に
な
り
ま
せ
る
」
も
、
「
高
」
天
原
と
あ
る
よ
う
に
、
国
の
視

点
か
ら
一
貫
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
三
之

巻
・
神
代
一
之
巻
、
水
林
「
『
古
事
記
』
天
地
生
成
神
話
論
」
（
『
思
想
』

八
三
五
、
一
九
九
四
年
）
・

（
肥
）
大
筋
を
表
題
的
に
語
っ
た
部
分
と
も
読
め
る
。

（
Ⅳ
）
「
萌
え
騰
れ
る
」
の
意
味
は
、
地
か
ら
天
に
と
い
う
意
味
に
限

定
し
て
と
ら
え
る
べ
き
理
由
は
な
い
。

（
肥
）
大
野
晋
氏
は
古
事
記
の
こ
の
表
記
が
原
型
で
、
日
本
書
紀
に
み

え
る
他
の
表
記
は
誰
っ
た
結
果
だ
と
い
わ
れ
る
（
日
本
古
典
文
学
大

系
『
日
本
書
紀
』
上
、
補
注
１
１
Ⅲ
）
。
な
お
、
古
事
記
の
も
つ
一
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元
的
ス
ト
ー
リ
ー
と
日
本
書
紀
の
掲
げ
る
多
様
な
異
説
と
の
関
係
を

ど
う
み
る
か
、
こ
れ
は
元
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
ク
ス
ト
が
あ
っ
て
そ

れ
が
さ
ま
ざ
ま
に
伝
承
さ
れ
る
う
ち
に
多
様
化
し
た
と
み
る
か
、
さ

ま
ざ
ま
の
伝
承
が
ま
ず
あ
っ
て
そ
れ
が
体
系
化
さ
れ
た
と
み
る
か
、

と
い
う
難
し
い
判
断
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
読
み
に
も
と

づ
く
な
ら
、
古
事
記
の
天
地
創
成
の
構
図
が
非
常
に
完
成
度
の
高
い

も
の
で
あ
る
こ
と
、
日
本
書
紀
の
語
り
は
そ
う
し
た
構
図
を
前
提
と

し
て
そ
の
う
ち
の
国
に
か
か
わ
る
部
分
の
み
を
切
り
取
っ
て
き
た
と

い
う
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
豐
雲
野
神
は
古
事
記
の
構
図

の
中
で
し
っ
か
り
と
し
た
意
味
と
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
に
対
し
日

本
書
紀
で
は
そ
の
名
は
証
っ
て
し
ま
い
そ
の
性
格
す
ら
不
明
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
古
事
記
の
語
る
神
話
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近

く
、
日
本
書
紀
の
集
め
た
諸
伝
承
の
段
階
に
な
る
と
そ
れ
は
く
ず
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
も
そ
も
古
事
記
の
二
次
的
注
記
で

す
ら
第
一
次
の
語
る
構
想
を
十
分
に
理
解
し
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
私
に
は
こ
れ
だ
け
の
体
系

的
な
作
品
が
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
か

ら
自
然
に
一
元
化
し
て
で
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
漢
字
に
十
分

な
理
解
が
あ
り
、
卓
越
し
た
構
想
力
と
思
弁
的
思
考
力
を
も
っ
た
特

定
の
天
才
的
個
人
が
あ
る
特
定
の
時
点
に
お
い
て
作
っ
た
も
の
だ
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
「
帝
紀
」
「
旧
辞
」
編
蟇
者
で
あ
っ

た
か
天
武
天
皇
か
は
わ
か
ら
な
い
が
。

（
旧
）
水
林
氏
の
「
別
天
つ
神
の
世
界
」
と
い
う
言
い
方
は
混
乱
を
生

み
や
す
い
。

（
別
）
古
事
記
に
は
、
水
林
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
中
国
の
陰
陽
思
想

そ
の
も
の
と
は
違
い
天
地
そ
の
も
の
を
陰
陽
と
み
な
す
観
念
は
存
在

し
な
い
が
、
天
地
の
分
離
と
場
の
設
定
の
完
了
と
同
時
に
陰
陽
神
と

い
う
べ
き
二
神
を
登
場
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陰
陽
思
想
に
対
す

る
独
自
の
理
解
は
十
分
に
確
認
さ
れ
る
。

（
別
）
も
ち
ろ
ん
大
国
主
神
に
よ
る
国
の
支
配
の
完
成
ま
で
、
の
広
い

意
味
も
含
ま
れ
て
は
い
る
。

（
躯
）
し
か
し
逆
に
世
界
の
現
実
性
は
こ
の
モ
メ
ン
ト
に
依
存
し
て
い

る
と
も
い
え
る
。
例
え
ば
黄
泉
国
が
葦
原
中
国
の
有
す
る
現
実
性
を

保
証
し
て
い
る
こ
と
は
後
述
の
通
り
。

（
別
）
自
律
的
な
成
は
、
有
と
無
が
即
自
的
な
も
の
と
し
て
、
行
き
来

で
き
る
段
階
に
お
い
て
の
み
起
こ
り
う
る
現
象
な
の
で
あ
る
。

（
別
）
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
即
自
的
存
在
。
先
の
「
天
地
初
発
の
時
、

高
天
原
に
…
」
と
同
様
の
語
り
の
構
造
。
こ
れ
ら
は
大
筋
を
表
題
的

に
語
っ
た
も
の
と
も
い
え
る
が
単
な
る
語
り
の
技
法
と
い
う
次
元
の

問
題
で
は
な
い
。
ま
ず
即
自
的
な
概
念
を
設
定
し
、
語
り
の
歩
み
を

通
し
て
そ
れ
に
現
実
性
を
付
与
し
て
ゆ
く
と
い
う
方
法
を
と
る
。
認

識
と
存
在
と
が
密
接
に
関
係
し
た
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
点

こ
そ
が
古
事
記
の
語
り
の
性
格
と
し
て
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
筋
）
佐
藤
正
英
「
黄
泉
国
の
在
り
か
」
（
『
現
代
思
想
』
一
九
八
二
年

九
月
臨
時
増
刊
号
）
、
神
野
志
前
掲
書
。

（
別
）
そ
の
意
味
で
神
野
志
氏
が
、
黄
泉
国
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
人

の
死
を
は
ら
む
も
の
と
し
て
定
位
さ
れ
た
世
界
が
「
葦
原
中
国
」
で

あ
る
、
と
い
う
理
解
を
示
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
な
卓
見
で
あ
る
。

（
神
野
志
前
掲
書
．
一
九
八
六
年
）

（
〃
）
河
合
ほ
か
前
掲
書
は
須
佐
之
男
を
マ
ザ
ー
・
バ
ウ
ン
ド
の
概
念

で
と
ら
え
る
。
た
だ
そ
れ
を
も
っ
て
安
易
に
日
本
文
化
を
母
性
社
会

と
し
て
特
徴
づ
け
る
点
に
は
賛
同
で
き
な
い
・
古
事
記
は
あ
く
ま
で
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こ
う
し
た
須
佐
之
男
の
行
動
を
否
定
的
に
語
っ
て
い
る
か
ら
。

（
邪
）
水
林
氏
の
説
明
で
は
須
佐
之
男
を
善
神
的
に
と
ら
え
す
ぎ
で
あ

ろ
う
。
確
か
に
書
紀
の
悪
神
的
な
ス
サ
ノ
ヲ
像
を
記
の
そ
れ
と
同
一

視
し
た
り
折
衷
す
る
の
は
誤
り
だ
が
、
古
事
記
の
須
佐
之
男
は
ひ
げ

が
伸
び
る
ま
で
成
長
し
て
い
る
の
で
あ
り
無
邪
気
な
少
年
で
は
な
い
。

幼
児
性
か
ら
抜
け
き
れ
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

弱
）
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
は
世
界
の
神
話
に
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
。

ノ
イ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
男
性
の
英
雄
が
龍
を
退
治
し
、
生
け
贄
の
女

性
を
救
い
出
し
て
結
婚
す
る
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
自
我
の
確
立
の
パ

タ
ー
ン
を
示
す
神
話
で
あ
る
。
画
一
ｇ
ｚ
２
日
ｇ
Ｐ
ｇ
ｇ
曽
是
這
鴎
‐

忌
弓
ミ
、
号
吻
、
ゐ
こ
晨
冴
ｓ
舅
ら
言
ご
』
雪
三
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ノ
イ
マ

ン
『
意
識
の
起
源
史
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
八
四
年
）
、
河
合
ほ

ン
二
意
識
の
進
一

（
別
）
天
智
四
年
甲
子
の
宣
に
は
、
こ
う
し
た
神
話
が
政
策
の
思
想
的

基
盤
を
与
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

か
前
掲
書
参
照
。

（
同
志
社
大
学
非
常
勤
講
師
）

古事記神話の構図ICラ


